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公
約
の
進
捗
状
況

　
私
は
、
ふ
る
さ
と
阿
南
の
可
能
性
を
大
き
く
引
き

出
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
新
時
代
の
阿
南
を
切

り
拓
き
た
い
と
決
意
し
、「
み
ん
な
で
創
る
マ
チ
」
の

実
現
に
向
け
、
市
長
就
任
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
に
、
市
政
運
営
の
羅
針
盤
と
な
る
「
阿
南
市
総
合

計
画
～
咲
か
せ
よ
う
夢
・
未
来
計
画
２
０
２
８
～
」

を
各
層
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
私
の
公
約
に
関
し
て
の
進
捗
状
況
を
、

総
合
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
取
組
と
合
わ
せ
て
、

申
し
述
べ
ま
す
。

　
ま
ず
、
基
本
政
策
の
１
点
目
の
「
み
ん
な
が
健
康

で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
し
て
令
和
２
年
10

月
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
、
さ
ら
に
令
和
３

年
10
月
か
ら
１
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を
は
じ
め
、

子
育
て
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
福
祉
と
し
て
買
い
物
支
援
・
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
加
茂
谷
地
区
で
公
民
㆒
体
の
取
組
と
し
て
、
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
通
院
、
買
い
物
等
に
多
く
の

利
用
が
あ
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
２
点
目
の
「
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
で
は
、
阿
南
市
防
災
会
議

内
水
被
害
対
策
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
庁
内
外

の
関
係
機
関
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
有
事
の
際
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
に
よ
る
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
の
「
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る

教
育
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
、
現
在
、
羽
ノ
浦
中
学
校
体
育
館
と
羽
ノ
浦
総
合

国
民
体
育
館
の
複
合
化
に
よ
る
新
た
な
体
育
館
の
建

設
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
４
点
目
の
「
市
民
と
共
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
多

様
化
、
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
担
い
手
と
の
連
携
を
深
化
さ

せ
る
手
段
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
出
前
市
長
に
加
え
、

公
民
連
携
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
も
チ
ャレン
ジ
し
ま
す
。

　
折
り
返
し
以
降
の
２
年
間
は
、
行
財
政
改
革
を
着

実
に
進
め
、
変
化
に
対
応
し
得
る
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
確
立
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
阿
南
市
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
政
策

を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、
ま
ち
の
未
来
を
自
分

ご
と
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
肝
心
で
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

の
導
入

　
阿
南
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
お
い
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
・

サ
ウ
ン
ディ
ン
グ
事
業
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
等
の
暫
定
利
用
を
希
望
す

る
民
間
事
業
者
等
を
募
集
し
、
公
共
施
設
を
㆒
定

期
間
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
施
設

の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
アイ
デ
ア
や

意
見
等
を
把
握
す
る
制
度
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
市
の
公
共
施
設
の
う
ち
、

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
施
設
や
空
き
ス
ペー
ス
等
、

活
用
可
能
な
施
設
を
選
定
し
、
民
間
事
業
者
等
お
よ

び
有
識
者
の
方
と
現
地
を
視
察
し
、
意
見
交
換
を
行

い
、
公
共
施
設
の
活
用
方
針
等
を
決
定
し
ま
す
。

　
次
に
、
活
用
方
針
等
に
基
づ
き
公
募
を
行
い
、
公

共
施
設
を
民
間
事
業
者
等
に
試
験
的
に
使
用
い
た
だ

市
議
会
12
月
定
例
会 

市
長
所
信

　

市
議
会
令
和
３
年
12
月
定
例
会
が
、
令
和
３
年
12
月
６
日
か
ら
24
日
ま

で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
、
当
面
す
る
市
政
の

重
要
課
題
に
つ
い
て
、
表
原
市
長
が
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。
抜
粋
し
て
要

旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。

き
、
実
際
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
当
該
公
共
施
設
に
お
け
る

公
民
連
携
の
有
用
性
を
確
認
し
ま
す
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
ディ
ン
グ
終
了
後
は
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
活
用
方
針
等
を
見
直

し
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
等
に

よ
る
本
格
利
用
を
開
始
し
、
新
た
な
財
源
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
等
の
豊
か
な
ア
イ
デ

ア
で
公
共
の
空
間
が
魅
力
あ
る
も
の
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

阿
南
駅
周
辺
整
備
構
想
の
策
定

　
阿
南
駅
前
周
辺
の
公
共
用
地
・
公
共
施
設
の
有

効
活
用
を
図
り
、
駅
前
へ
の
「
人
の
集
積
と
賑
わ
い

の
創
出
」
を
め
ざ
す
阿
南
駅
周
辺
整
備
構
想
の
策
定

で
は
、
令
和
３
年
10
月
15
日
、
第
２
回
目
の
「
阿
南

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
討
会
議
で
は
、
前
回
の
検
討
会
議
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
価
値

を
高
め
て
い
く
戦
略
イ
メ
ー
ジ
や
、
市
民
会
館
解
体

後
の
跡
地
を
中
心
と
す
る
公
共
空
間
に
お
け
る
導
入

機
能
、
配
置
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
側
よ
り
議
論
の

た
た
き
台
と
な
る
複
数
の
案
を
ご
提
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
若
者
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
機
能
の

充
実
を
は
じ
め
、
未
来
の
社
会
に
対
応
で
き
る
リ
ニュー

ア
ル
を
視
野
に
入
れ
た
拠
点
整
備
の
必
要
性
な
ど
、

多
様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
併
せ
ま
し
て
、
令
和
３
年
11
月
下
旬
に
は
、

当
該
事
業
へ
の
参
入
意
欲
の
把
握
や
民
間
活
力
導
入

に
当
た
っ
て
の
条
件
等
の
整
理
を
行
う
目
的
で
、
公

的
不
動
産
の
有
効
活
用
や
公
民
連
携
事
業
の
実
績
を

有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
個
別
対
話
に
よ
る
サ
ウ
ン

ディ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
検
討
会
議
で
の
ご
意
見
や
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
ビ
ジ
ョン
案
の
修
正
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
実
現
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
、

１
月
に
予
定
し
て
い
る
第
３
回
検
討
会
議
で
の
ご
意

見
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
議
会
で
の
ご
議

論
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
度
中
の
ビ
ジ
ョン
の
策

定
に
向
け
、
取
組
を
進
め
ま
す
。

と
く
し
ま
森
林
バ
ン
ク
の
設
立

　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
、
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
当
た
り
、
本
市
は
、
県
南
部
地

域
４
町
と
共
に
と
く
し
ま
南
部
地
域
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
を
窓
口
と
し
て
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査

を
は
じ
め
森
林
整
備
事
業
や
森
林
境
界
明
確
化
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
意
向
調
査
で
は
、

売
買
や
寄
附
に
よ
り
森
林
を
手
放
し
た
い、
あ
る
い
は
、

森
林
管
理
の
市
へ
の
委
託
を
希
望
す
る
森
林
所
有
者

が
多
く
、
将
来
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
懸
念

さ
れ
る
放
置
林
の
増
加
を
防
ぐ
新
た
な
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
㆒
方
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
適

正
に
管
理
さ
れ
た
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
上
で
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
県
お
よ
び
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
南
地
域

５
市
町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
共
通
認

識
と
危
機
意
識
を
持
ち
、
連
携
し
て
所
有
者
の
管
理

が
行
き
届
か
な
い
森
林
を
集
約
し
て
整
備
し
、
購
入

希
望
者
と
の
マッ
チ
ン
グ
を
行
う
組
織
体
と
し
て
、
ま

た
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
吸
収
量
分
を
売
買
で
き

る
国
の
Ｊ
︲
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
認
証
団
体
と
な
る

新
た
な
組
織
と
し
て
、
令
和
３
年
９
月
28
日
、
㆒
般

社
団
法
人
と
く
し
ま
森
林
バ
ン
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
県
下
で
い
ち
早
く
宣
言
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
本
市
は
、
法
人
組
織
の
㆒
員
と
し
て
県

な
ら
び
に
関
係
町
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
積
極
的

な
役
割
を
果
た
し
、
放
置
林
の
発
生
防
止
は
も
と
よ

り
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
適
正
な
森
林
管
理

に
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。

全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書
館
等

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。




